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要  旨 
 現代社会においてパソコンの普及は目覚ましく，高等教育機関としての大学の情報教育も高度化している．
本学においてもパソコンは学習ツールとして不可欠なものであり，大きく転換しつつあるニーズに対応する






















































２－２ 方  法 
 本調査は，在籍する理学療法学専攻（PT），作業療法
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学専攻（OT）のそれぞれ 1 年生から 4年生を対象（5年
生以上は登校日が不明なため除外）とし，2011年 12 月 6
日から 2012 年 1 月 11 日の期間に，質問紙形式で実施し
た． 
 
２－３ 内  容 

















 結果の前に，2011年 9月の PC 更改前後の機器環境の
相違点を表 1 に示した． 
 













トは Windows 7，Office 2010 に統一した．また，自習



















のそれぞれ 1年生から 4年生の 258名．回答数の内訳は，
表 2の通りである． 
 





































































年が 72.5％，4 年が 81.3％であるのに対し，1 年の利用
は 20％と他学年に比べ約 1/4 の利用率であった．また，
専攻別では，PT が 65.6％，OT が 50.1％で PT の方が

















る差はみられなかったが，学年別では 1 年が 42.4％，2
年が 67.2％，3 年が 93.8％，4 年が 76.5％と，学年によ
り大きな差が見られた．ほとんど利用しないと回答した
学生も，他学年が 7％以下であるのに対し，1年は 12.9％





1年が 92.9％，2年が 89.7％，3年が 73.4％，4年が 60.8％
と学年が下がるほど短時間の利用が増えており，性別で
は，男子 88.3％に対し，女子は 75.0％と 13％の差が見ら
れた．更改前後での大きな違いはなかったが，性別では，
2時間以上利用する男子学生が約 5％増えていた．問 4「使
用頻度の高い時間帯」では，全体の約 5％が 8：40 以前
の利用をしている．また，総体的に授業のない時間帯の
利用が多いが，男子は利用時間帯に大きな偏りがあり，










































図 2 更改前後の利用時間の比較 
 







































































 問 1の「予約は必要だと思いますか？」に，全体の 71％
以上が「必要ない」と回答し，「必要だと思う」は 5.6％





























である．表 4から，この時間帯の利用は 2 年以上の学年
に見られ，特に 3年が 14.1％と最も高く，専攻別では PT，
性別では女子の数値が最も高いことから，3 年 PT 女子
学生がこの時間帯を積極的に利用していると思われる． 

























































































１）文部科学省 教育振興基本計画『第 2 期教育振興基
本計画の策定に向けた基本的な考え方』 







５）三池 克明『CS 分析の基礎』 
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The effect of PC lab renewal on the usage and student satisfaction 
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 Today, personal computers (PCs) are remarkably spread and the standard of IT education at 
universities, as the institute of higher education, has also been advanced. Accordingly, PCs are also 
important learning tools at our school, and to meet the drastically changing demands, we have renewed 
the PC labs on September 2011. 
 In this article, we present the results of surveys conducted before and after the renewal of the PC labs. 
More than 70% of the students reported the labs could be used more comfortably after the renewal, and 
it is identified that the frequency and the length of the use have been increased.  We also have found 
that differences based on the grade and gender of the students, such as female students use the lab 
longer than male students, or, senior students prefer more quiet learning environment. 
 
